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1.はじめに

近年，企業の海外進出が進み国際的な場で活躍できる人材の必要性が高まっている．そこ
で本研究室では，正答率や回答時間，品詞，レベルなどの情報を定量的に扱える英単語学
習に着目し， をプラットフォームとして英単語学習アプリ を
開発し，出題・回答情報および学習中の生体情報をクラウドサーバ上に収集し，分析を行って
いる．
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これらの開発と機能の評価について報告する．

2.アプリケーションの構成

・英単語定義文（問題）の読み上げ機能
・正解数に応じた読み上げ速度の制御機能
・英単語の音声認識による回答機能

開発要件

プログラムサイズを考慮し，読み上げ機能にはOS標準の音声合成機能を使用

現在広く普及し，早くから音声合成APIが公開されており多様な機種で利用できる
をプラットフォームとした
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読み上げ速度UP

正 解：Score +1，Speed +0.1倍速 ⇒次の問題へ
不正解：Score -1，Speed -0.1倍速 ⇒問題はそのまま

QRP : Quick Response Performance

を鍛えることをねらいとしている

スピードと正確性を意識した

3.リスニング時の脳波分析例

Android端末にNeuroSky社製脳波センサ を 接続することで，学
習中の脳波をリアルタイムに取得し，分析した．

5.脈動リアルタイムモニタシステム

学習中の脈動および血中酸素濃度を取得するため，反射型の血流センサを用い
た脈動リアルタイムモニタシステムを開発した．

4.リスニング・スピーキング機能の評価

リスニング機能

Androidの音声合成の能力を評価するため，ネイティブスピーカにアンケート調査を実施．

対象：インターナショナルスクールに通うネイティブスピーカの中高生
人数：14名
調査日：2015年1月28日

内容：5段階でAndroidの読み上げ音声の聞き取りやすさを評価
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分かりづらい 分かりやすいまあまあ

結果：

図5 アンケート結果

約80％の学生*がAndroidの音声を
聞き取りやすいと評価

*評価4以上とした学生

リスニング問題の出題に用いて
問題ないと言える

スピーキング機能

認識した結果，選択肢と一致する候補がない場合もう一度発話する

正確な発音が求められる

発音トレーニングにも有効

一方，発音スキルが無いと正解が困難

文字単位で一致率の高い単語を選択する
など，使い勝手の向上を図る必要もある

脳波センサ

額と耳たぶの電位差を
フーリエ変換 α波

β波
γ波
を分析

・集中度 (Attention) 

・落ち着き度 (Meditation)

・まばたきの強度/頻度
を内部演算により取得

リスニング時における脳波の分析例

実際に，リスニングによる出題で正解する毎に読み上げ速度を速くした場合の学習者
の脳波を図4に示す．

図4 リスニング時における脳波の取得例

一定のSpeedを超えると
Attentionが低下している

学習者のレベルに応じて
最大限集中できるSpeed

で学習をすることで
集中力を維持した学習
ができると考える

・酸素と結合したヘモグロビン (HbO2)

…赤外光(880nm)と赤色光(660nm)の吸光度は同程度
・結合していないヘモグロビン (Hb)

…赤色光(660nm)の吸光度が高い

血液中のヘモグロビンには

の2種類が存在する図に示すと・・・

吸光度の差

HbO2 Hb 660nm
(赤色光)
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(赤外光)

赤外LED

赤色LED
フォトトランジスタ

3素子がワンチップ上に形成された
反射型血流センサ NJL5501R (新日本無線(株))

<参考> コニカミノルタホームページより

赤色光では吸光度に差がある

6.まとめ

リスニング時においても出題回答情報と生体情報(Attention, Meditation, まばたき,
脈動)を複合して分析できるシステムが構築できた．
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7.今後の予定

図4 脈動リアルタイムモニタシステムの構成

これらの性質を利用し，赤外光と赤色光の反射光の比を求めることで，血中酸素濃度を測定

モバイル端末に搭載されているジャイロセンサを活用し，落ち着き度を分析

ジャイロセンサの活用

手のブレを検知 脳波センサと合わせて
・落ち着き度 (Meditation)

を分析する
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図1 システム図


